










































































する。石廟墓とは、十七世紀中頃から十八世紀にかけて現れた小型の家型の墓石で、 全国に分布しているがその数は少ない。ま 、分布している地域にも偏りがあり、地域ごとの様式も均一ではない。池上悟（注１）は、近世の墓石の変遷について、近世第一次斉一墓標と の光背型 標（十七世紀） 、近世第二次斉一墓標としての円頂 墓標（十八世紀） 近 第三次斉一墓標として方柱類墓標（十九世紀）と整理した上で、変遷過程の全体的な傾向について「個別地域 伝統的 型式が払拭されて全国的に規格化されている過程と認識 ことができる」とまとめ いる。各地に残されている石廟墓は、江戸時代後期の量産型墓石の普及によって姿を消していった「個別地域の伝統的墓石型式」の一つとして位置づけるこ ができる。　
宇都宮の石廟墓は、高さ五〇㎝・幅五〇㎝の大きさが平均的な























































の中で四十九院のことが記されるのは、 「仏説観弥勒上生兜率天経」である。 「仏説観弥勒上生兜率天経」において、弥勒の浄土である兜卒天の様子が記されている。なお、 「仏説観弥勒上生兜率天経」の要約は、速水侑（注７）に依った。
弥勒が兜卒天に往生するとき、兜卒天上には五百万億の天人がいて、補処の菩薩（弥勒）を供養するために五百億の宝宮を作る。一つ一つの宝宮には、七重の垣があり、その垣は、七宝ででき いる。その宝は光明を、光明は蓮花を、蓮花七宝の樹を出し、五百億 天女は、樹下に立って妙なる音楽をかなでる。五百億の竜王は、垣のまわり めぐって雨 ふらせる。ときに、この宮に、牢度抜提という神があ 、弥勒菩薩のために善法堂を造ろうと発願する 額から、自然に五百億の宝珠を出し、摩尼 光は宮中をめぐり、化して四十九重の宝宮となった（ れが我が国でいう兜卒内院四十九院である）
。九億の天子、五百億の天女が生れ、天楽





























は、 「仏滅後、わがもろもろの弟子は、精励してもろもろの功徳を修し、塔を掃き地に塗り、経典を読誦し弥勒の名を称すると命終わるのち、たちまちに兜卒天に往生し、 に値遇し、 た弥勒にしたがって閻浮提に下り、第一 法を聞くことができる」「もし一念弥勒の名を称えれば、千二百劫の生死の罪を除き、ただ弥勒の名を聞いて合掌するだけでも その人は 十劫の生死の罪を除く。もし弥勒を礼拝するものがあれば、百億劫の生死の罪を除いて、たとい天に生まれなくとも 未来世において、竜華菩提樹の下で弥勒に値遇することを得、無上心を発するであろう」と竜華三会の救済が必ずあ という予言を以て終了 。　
弥勒信仰には上生信仰と下生信仰がある。上生信仰とは、死後





参加すること） を願うものである。第二は兜卒上生とは無関係に現世において三会値遇を願う信仰である。第二の下生信仰 、先に引用した「仏説観弥勒上生兜率天経」 根拠とするものではあるが、世直し ために来訪 た弥勒 よっ もたらされるミロク

















































































紀初めには、二五八家の大名家 四二％の一〇九家 建塔してい という。　
大名家が造立した五輪塔は全体に大型で、最大のもの（崇源院
供養塔）で塔と基壇の総計が八メートルにも及ぶ。十六世紀末から十七世紀にかけて、大名の高野納骨と大型墓石の造立が盛んになった理由は、高野聖に る布教活動の成果もさる ながら、当時実権を握った徳川家が聖方寺院を保護したことが大きい（注


















































記」を求めてこれを書いたとある。鑁清の見た「口訣の旧記」正確な年代は不明だが、その記述の中に大永六年（一五二六） 、享禄元年（一五二八） 、享禄二年 一五二八） 、天文二年（一五三
 
三） 、天文五年（一五三六） 、天文一 年（一五四二）という年が見えることから、 来重（注
17）は「室町中期の葬儀書」であ
るとしている。 『修験道無常用集』 には、 「四十九院墓所に建立 図」として、中心の墓
ぼしょひで
所碑伝（修験道の墓標。表に金剛蔵王・胎蔵権



















寛永（一六二四～一六四五）年間になると一気に増加する。この時代の四十九院墓は、五輪塔を中心として、入り口に結界を示す石鳥居が設置され、周囲に石造の四十九院塔婆が廻らされる型式となる。そ 代表例として 図３として挙げた徳川秀忠夫人である崇源院（お江の方）の供養塔がある。この供養 は、寛永四年（一六二七） 、崇源院の一周忌に際して息子の駿河大納言徳川忠長によって造立された。崇源院供養塔は 番碑と呼ばれ、奥之院の墓石・供養塔の中では最大のものである。中央の供養塔（供養塔は複数の場合もある）の周りに鳥居と四十九本の石塔婆を立てる形式の は、仙台伊達家、宇和島伊達家、最上家、信州松本水野家、安芸浅野家、備後福山水野家、筑前黒田家など　
一方、大名墓が造立され始める慶長年間においては、元和以降









































































































というが、この事実は と 石工との関与を示唆している。宇都宮石廟墓と大谷石と 関係性は、大谷石 流通圏からも見いだすことができる。江戸時代において 石材は重量があるためその流通範囲には制限があり、運搬には主として船が用いられた。秋池武（注
27）の調査によれば、大谷石（宇都













































































日野西眞定「墓 の構成」 （日野西前掲書） 。
注
19 
宮本袈裟雄「修験道の里修験化と存在形態」 （ 『里修験の研
究』吉川弘文館、一九八四、初出一九七六） 。
注
20 
水谷類「廟墓研究の現状と課題」 （水谷前掲書） 。
注
21 
木下浩良「結城秀康」 「結城秀康の母
　
於万の方」 （ 『戦
国武将と高野山奥之院
　
石塔の銘文を読む』朱鷺書房、
二〇一四） 。
注
22 
関根達人「石廟の成立と展開」 （ 『日本考古学』三二、
 
二〇一一） 。
注
23 
中上前掲論文。
注
24 
山本隆志「高野山僧の来訪」 （鹿沼市史編さん委員会『鹿
沼市史
　
通史編
　
原始・古代・中世』鹿沼市、二〇〇四） 。
注
25 
鹿沼市史編さん委員会『鹿沼市叢書５
　
高野山清浄心院下
野国供養帳
　
第三』鹿沼市、一九九九。
注
26 
水谷前掲書
20。
注
27 
秋池武「墓石の石材」 （ 『近世の墓と石材流通』高志書院、
二〇一〇） 。
　
本研究の一部は、平成
28年度宇都宮大学異文化融合研究「宇都
宮市域における宇都宮氏ゆかりの中世文化的景観の地図化と地域資源としての活用に関する研究」 （研究代表者
　
髙橋俊守）によ
る助成を受けて実施したものである。
